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㎜
昭
和
二
十
四
年
九
月
一
日
よ
り
標
記
法
律
が
一

　
㎜
施
行
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
で
松
代
｝

　
㎜
砂
防
事
務
所
で
も
監
理
の
責
任
を
負
う
箏
に
皿

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
蜘
な
り
皆
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の
協
力
伽
、
煩
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な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
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㎜
法
の
概
要
を
申
述
べ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
㎜
こ
の
法
律
の
目
的
は
風
致
美
観
の
維
持
と
、
よ

　
も
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㎜
あ
力
ま
す
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怯
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告
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と
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、
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㎜
看
板
、
立
看
板
、
は
り
紙
、
嫉
り
札
噛
廣
貨
塔
、
㎜

　
け
ロ

　
㎜
廣
告
板
の
類
で
あ
り
「
又
適
用
を
除
外
ざ
れ
｝
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幽
も
の
は
左
記
の
場
合
で
あ
り
ま
ず

　
ロ
の
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噸
・
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他
の
棒
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ぎ
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蓋
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リ

聞
坊
で
あ
り
ま
す
か
ら
本
紙
面
を
借
用
し
て
圃

新
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作
物
の
伜
う
廣
告
に
対
す
る
危
害
防
止
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．
置
す
る
も
の

．
二
、
国
又
は
並
描
心
公
共
團
体
が
表
示
設
置

　
す
る
も
の
・

三
、
自
巳
の
事
業
所
又
は
営
業
所
に
自
己
一

．
．
の
事
業
若
七
く
は
営
業
の
所
在
内
容
及

、
屋
号
等
を
表
示
す
る
看
板
、
受
の
他
旧

　
憤
上
止
む
を
得
心
い
も
の
　
　
　
　
　
｝

四
－
祭
其
他
旧
慣
上
止
む
を
得
な
い
路
の
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

二
〇■●

　
　
リ
プ

随
想
騨
．
市
川

牧

　
五
、
表
示
又
は
設
置
の
期
限
五
日
以
内
の

　
　
も
の

一
以
上
列
記
し
た
外
は
殆
ん
ゼ
知
事
の
許
可
を

要
し
又
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
も
詳
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

一
は
役
場
又
は
砂
防
事
務
所
で
お
調
べ
下
さ
い

許
可
を
要
す
ξ
指
定
地
と
し
で
本
村
關
係
の

該
当
事
項
第
四
條
の
五
項
保
安
林
に
し
て
森

林
の
励
ゑ
地
域
、
同
條
第
六
項
道
路
、
鉄
道
、

．
索
道
、
又
ば
こ
れ
等
に
接
綴
す
る
地
域
で
美

■
襯
風
致
を
維
持
す
る
た
め
に
必
量
ハ
が
あ
る
も

の
と
し
て
当
該
道
府
縣
が
指
定
す
る
も
の
前

誓
項
指
定
ざ
れ
た
縣
道
で
本
村
に
關
係
あ
る
府

縣
道
は
（
41
）
府
縣
道
松
代
．
柏
崎
線
（
習
）
府

『
縣
道
松
代
・
松
之
山
線
（
舶
）
府
縣
道
十
日
町

　

了
直
江
津
港
線
以
上
の
道
路
か
ら
望
見
で
き

一
そ
沿
線
地
構
総
て
の
場
斯
、
又
此
松
律
叢
違

．
反
す
る
と
罰
則
が
あ
り
ま
し
て
、
罰
金
又
は

｝
過
料
に
処
せ
ち
れ
ま
す
か
ら
廣
告
希
望
の
方

は
豫
め
違
反
の
無
い
様
御
注
意
下
さ
い
。

【
松
代
砂
防
事
務
所
扁

磁
－

巨
・
星
随
工
つ

　
相
馬
御
風
先
生
の
死
は
何
と
い
つ

越
と
か
縣
と
か
い
う
小
さ
い
間
題
で
は
な
・
V

日
本
国
民
特
に
文
化
国
家
を
標
傍
し
て

周
民
の
大
な
る
損
失
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
｝
る
が
松
方
候
の
大
藏
大
距
だ
け
は
あ
勘
満
な
い
」

こ
の
葬
儀
に
列
し
た
堀
口
大
学
氏
が
、

『
文
壇
の
亘
將
の
葬
儀
と
し
て
は
あ
ま
り
に

し
め
や
か
な
も
の
で
知
事
代
理
の
焼
香
さ
え

な
か
っ
た
の
は
淋
し
か
つ
た
』
と
い
う
意
味
・

　
　
　
・
の
嘆
声
を
紙
上
に
洩
ら
し
て
い
ら
れ
た
の
を

人
見
た

　
　
　
　
　
　
　
…
；
◇
…
…
　
』

　
　
　
　
誠
燭
慨
漱
大
臣
次
將
之
い
う
椎
霧
濱
葉
略

て
至
薦
鱒
轍
豫
鐸
炊
儲
鴇
謹

　
　
　
、
冷
淡
で
あ
る
。
大
隅
候
が
、

　
い
る
㎜
『
大
臣
に
は
馬
鹿
磯
．
、
な
い
隈
り
誰
で
も
な
れ

　
　
，
一
も
の
だ
』
と
例
の
悪
口
を
飛
ば
し
て
い
ら
れ
｝

　
　
　
一
た
が
松
か
候
は
あ
の
大
業
績
を
残
し
た
。
　
↓

　
　
　
「
私
は
誰
で
も
大
臣
に
な
れ
る
と
は
思
っ
て
い

　
　
　
な
い
し
金
さ
え
適
れ
ば
国
会
議
員
に
で
も
何
㎜

き
β
』
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置
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還
5
8
監
ー

う
ん
と
軍
資
金
を
持
ち
普
通
の
常
識
さ
え
あ

れ
ば
相
当
富
ま
で
獄
行
け
る
も
の
だ
。

　
　
　
　

八
当
五
落
な
ど
＼
新
聞
は
書
き
た
て
る
か
、

八
百
万
円
も
あ
つ
た
ら
た
い
て
い
の
人
は
参

議
．
員
に
当
選
す
る
か
も
知
れ
ぬ
。

9
然
し
科
学
者
や
文
化
人
は
そ
う
は
い
か
な
い
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灘
カ
ル
ノ
ー
が
佛
蘭
西
の
首
相
を
し
て
い
み

と
き
バ
ソ
！
の
あ
る
富
豪
に
招
か
れ
た
が
彼

の
座
席
を
十
三
番
百
に
見
出
し
た
コ

同
席
し
て
い
た
某
氏
が
席
の
定
め
方
を
主
人

に
聞
い
た
ら
今
日
は
フ
ラ
ン
ス
で
な
く
て
な

ら
濾
偉
い
人
か
ら
順
番
に
席
を
き
め
た
の
で

鴨
で
も
な
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も

一

｝
正
座
は
某
会
肚
の
技
師
長
、
そ
れ
か
ら
某
大

㎜
学
O
総
長
ε
い
．
り
た
具
合
、
首
相
な
ど
は
誰

㎝
で
も
な
れ
る
か
ら
と
い
う
返
事
だ
っ
た
。

　
　
　
　
…
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あ
の
馬
鹿
氣
き
っ
た
太
季
洋
戦
孚
へ
国
民

を
ズ
ル
ズ
ル
引
き
す
り
込
ん
だ
軍
部
を
時
の

■
政
治
家
は
何
と
も
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
か
つ

た
。
国
民
が
丈
化
人
や
科
学
者
を
尊
重
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

風
が
薄
い
ρ
は
相
馬
先
生
の
葬
儀
に
も
あ
ら

わ
れ
て
い
る
が
大
ざ
な
間
題
だ
。
，

一
こ
れ
ば
越
後
⑳
噌
都
市
に
起
っ
た
小
さ
い
問

一
題
で
は
な
い
。
然
し
な
が
ら
こ
れ
と
は
別
個

｝
に
相
馬
先
生
の
偉
大
な
業
蹟
は
不
滅
の
光
を

｝｝
放
つ
て
い
る
。
　
　
　
　
（
五
、
」
五
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治
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◎
田
植
の
時
期

　
e
早
植
の
必
要
性

稻
ば
そ
の
生
育
期
間
を
区
分
し
て
栄
養
生
長

．
期
と
生
殖
生
長
期
“
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

が
こ
の
轄
換
時
期
は
自
然
出
穂
前
三
十
日
と

云
わ
れ
ご
の
轄
換
時
期
か
ら
出
穂
迄
の
日
数

は
品
種
の
早
晩
性
又
は
外
的
條
件
に
よ
つ
て

攣
動
す
る
こ
と
が
少
な
く
略
々
一
，
定
の
む
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

で
あ
る
。
即
ち
移
植
後
か
ら
生
殖
生
長
韓
換

迄
の
間
に
於
て
稻
は
良
己
の
栄
養
体
を
完
成
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蟹
難
鹸
離
警
藍

｝
こ
と
に
よ
っ
て
充
分
な
栄
養
体
を
作
り
あ
げ

｝
て
か
ら
始
め
て
完
全
な
生
殖
生
長
に
韓
換
せ
㎝

硯
る
こ
－
で
藻
技
移
箪
璽

［
よ
つ
て
生
育
期
間
の
延
長
を
図
る
こ
乏
で
あ
｝

．
っ
て
早
植
は
生
産
力
向
上
の
た
め
に
重
大
な
．
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。
。
　
　
　
　
　
　
、
　
皿

’
保
温
折
衷
苗
代
の
主
且
的
は
健
苗
の
育
成
に
㎝

あ
る
が
更
に
こ
の
健
苗
を
早
植
す
る
こ
と
に
｝

よ
つ
て
栄
養
生
長
期
間
を
長
く
し
て
や
る
こ
一

と
に
よ
っ
て
最
終
臼
的
で
あ
る
櫓
牧
が
約
衷
一

さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
・
　
　
　
皿

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
　
⇔
品
種
の
早
晩
と
移
植
期
　
　
　
　
　
　
｝

㎜
冊
柚
の
時
期
は
苗
代
の
播
種
期
、
苗
の
生
育
、

．
状
況
、
自
己
の
経
営
内
容
等
に
よ
つ
て
決
定
㎜

了
・
驚
が
雑
的
星
勇
の
向
上
薗
至

・
た
め
に
は
川
植
時
期
の
促
進
に
努
め
な
け
れ

…
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
田

植
時
財
を
早
め
る
に
は
品
種
の
早
晩
生
に
症

じ
て
こ
れ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

－
ω
早
生
種

　
・
早
生
種
の
牧
量
は
、
植
付
時
期
に
よ
つ
て

’
定
め
ら
れ
る
と
言
つ
て
よ
い
程
で
、
早
植

　
に
よ
ワ
て
栄
養
生
長
期
間
を
延
長
し
て
充

　
分
な
る
栄
養
体
を
完
成
し
、
’
穂
数
・
穂
重

　
の
檜
大
を
図
る
こ
と
＞
な
る
。
又
早
生
種

　
は
一
般
に
戚
温
性
（
温
度
の
上
昇
に
よ
つ

■
て
出
穂
の
促
進
さ
れ
る
も
の
）
が
高
く
從

　
ウ
て
生
育
適
温
が
低
い
か
ら
早
植
條
件
に

　
適
応
し
て
い
で
栄
養
器
管
の
増
大
も
比
較

　
的
早
期
に
行
わ
れ
得
る
こ
と
で
移
植
盾
急

　
激
に
氣
温
が
上
昇
す
る
場
合
は
数
日
間
晩

　
植
し
た
事
に
よ
り
高
温
の
影
響
を
敏
域
に

　
受
け
て
出
穂
を
急
ぐ
爲
完
全
な
栄
養
体
を

　
形
成
し
得
事
減
牧
を
招
く
場
合
が
多
り
．

　
早
生
種
の
中
で
も
穂
数
型
品
種
（
新
三
号

　
農
林
四
一
号
農
林
二
。
一
号
等
）
は
生
育
期

　
醐
を
延
長
す
る
結
果
分
藁
期
間
も
延
長
ざ

　
れ
て
穂
数
は
増
加
し
更
に
栄
養
盟
管
の
増

　
大
に
よ
つ
．
て
穂
重
も
大
と
な
り
し
か
も
早

　
生
種
で
あ
る
か
ろ
秋
落
ち
は
殆
ん
ど
な
い

　
の
で
早
植
が
絶
対
條
件
と
奪
る
。

　
＠
田
楠
時
期
が
牧
量
に
及
ぽ
す
影
響
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月
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（
・
二
八
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ー
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…
ー
ー
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－
ー
上
ハ
月
　
一
　
ロ
一
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
五
％
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ー
ー
ー
ー
…
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－
ー
エ
ハ
月
↓
ハ
日
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
（
二
〇
％
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！
ー
ー
i
　
　
　
　
ー
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⊥
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h
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備
考
　
四
月
二
十
三
B
播

ω
中
晩
生
種
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
σ

　
中
晩
稻
は
早
生
種
に
比
べ
て
栄
養
生
長
期

蘭
が
長
く
從
っ
て
栄
養
体
の
完
成
が
途
行

　
出
来
ろ
こ
と
。
戚
光
性
碕
日
が
短
く
な
番

　
こ
と
に
よ
り
出
穂
が
促
進
さ
れ
る
も
の
）
．

　
が
高
く
生
育
適
温
も
比
較
的
高
い
こ
と
等
．

一
の
理
由
に
よ
ゆ
早
生
種
ほ
ど
早
植
の
効
果

　
は
顯
著
で
な
い
つ
從
っ
て
早
植
の
絶
対
條

．
件
と
は
な
ら
な
い
が
併
し
中
晩
生
種
に
於

　
て
も
早
植
は
櫓
牧
上
有
利
で
あ
る
こ
と
は

勿
論
で
あ
る
。

肥
料
の
少
な
い
凄
き
に
は
一
時
苗
代
ヨ
歎

を
或
程
度
延
長
し
た
所
謂
大
苗
密
植
に
■
よ

・
り
減
牧
防
止
を
行
っ
た
こ
、
と
も
あ
る
が
肥

料
の
培
加
に
件
つ
で
積
極
的
な
増
牧
を
図

　
る
爲
に
は
こ
の
様
な
考
え
方
を
愛
夏
し
て
．

早
植
の
方
向
艦
も
っ
て
行
く
べ
き
で
あ
る

特
に
穂
敷
型
品
種
に
於
け
る
早
植
の
必
要

性
は
早
生
種
ど
同
様
で
あ
る
。

国
苗
代
日
数
と
苗
の
発
育
状
態

早
生
種
は
中
晩
稻
に
比
較
し
て
苗
代
旧
敷
が

長
ぐ
な
っ
た
場
合
不
時
出
穂
を
起
し
易
い
程

度
が
高
い
か
ら
健
苗
育
成
を
図
る
た
め
に
苗

代
臼
数
を
長
く
し
て
か
え
つ
て
減
牧
を
来
す

場
合
も
考
え
ら
れ
る
か
ち
早
生
種
は
苗
代
日

数
の
稽
短
い
小
苗
叉
は
若
苗
で
も
早
植
を
行

つ
た
方
が
今
後
の
多
肥
條
件
と
考
え
合
せ
て

有
利
で
あ
る
。
中
晩
生
種
は
苗
代
日
敷
戚
応

度
が
比
鞍
酌
低
い
か
ら
早
生
種
に
比
べ
て
或

程
度
苗
代
日
数
を
長
く
し
て
健
苗
育
成
を
図

っ
湘
方
が
よ
い
。
然
し
乍
ら
こ
の
場
合
苗
代

日
数
の
延
長
と
い
う
こ
と
は
凪
植
時
期
を
お
．

く
ら
す
こ
と
で
は
な
く
早
播
に
よ
る
延
長
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
雪
ど
け
が
遅
く
播
種
時

期
が
遅
れ
る
様
な
場
合
は
苗
代
滑
毒
楓
も
ち

ろ
ん
保
温
折
衷
苗
代
等
の
安
全
な
方
洗
で
適

期
に
探
種
し
早
植
す
る
こ
と
が
檜
牧
上
特
に

必
要
で
あ
る
。
両
苗
代
期
間
は
從
來
の
様
に

日
数
を
以
っ
て
数
え
る
こ
と
な
く
苗
の
発
育

欺
態
に
よ
つ
て
決
め
る
こ
と
が
安
全
で
大
体

早
生
種
は
五
令
、
，
中
晩
生
種
は
五
～
六
令
が

適
期
で
あ
る
。

　
◎
保
温
折
衷
苗
代
に
よ
る
早
植
の
効
果

26
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8
4
斗

1
ー
　
　
　
　
　
ー
ー
折
衷
苗
代

　
　
　
　
　
　
　
三
四
日
苗
迄
（
一
二
〇
％
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
通
苗
代

備
考

　
　
　
　
四
〇
日
苗
迄
（
一
〇
〇
％
）

苗
令
は
折
衷
苗
代
六
令
、
普
通
苗
代

五
令
で
あ
っ
た
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●

　
春
略
孚
ば
を
過
ざ
る
と
当
地
は
漸
く
心
地

　
の
よ
い
安
定
し
た
天
候
に
恵
ま
れ
る
が
夏

　
に
入
る
前
に
は
陰
欝
な
梅
雨
に
兄
舞
わ
れ

　
象
で
あ
悉
が
一
面
水
の
便
の
悪
い
山
間
の

　
・
農
村
に
は
無
ぐ
て
困
る
も
の
な
の
で
あ
る

　
六
月
頃
ど
う
し
て
梅
雨
が
起
る
か
と
リ
ナ

　
と
こ
れ
に
は
色
々
の
原
因
が
重
な
り
合
っ
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∈
〃
／
［

に
L
ー
ト
r
院
匪
と
油

㎜
て
來
乃
の
で
あ
る
。
先
づ
此
の
天
氣
図
を

㎜
参
照
し
乍
ら
読
ん
で
頂
き
た
い
。

，
「
e
先
づ
天
氣
図
の
ω
の
郡
分
即
ぢ
本
邦

㎜
の
東
北
方
海
面
に
高
氣
塵
が
発
達
す
る
。

ゆ
マ

剛
そ
の
わ
け
は
北
牟
球
に
夏
が
訪
れ
始
め
る

㎜
と
ア
ゾ
広
ー
シ
ヤ
ン
方
面
の
海
氷
が
融
け

ロ

㎜
出
し
て
冷
い
海
水
が
千
島
に
浩
つ
て
北
海

㎜
道
方
面
に
流
れ
込
ん
で
來
る
の
で
そ
の
地

㎜
方
の
海
水
温
を
低
年
す
る
。
山
口
同
氣
歴
は
地

㎜
表
の
冷
い
所
に
長
く
滞
留
す
る
特
性
が
あ

ハ

｝
騨
家
畜
物
語
，

…
　
　
　
　
　
　
小
野
島
　
茂

　
　
⑳
く
わ
り
ゆ
う
性
ち
つ
炎

㎜
牛
に
も
性
病
が
あ
る
か
と
聞
か
れ
る
こ
と

　
ロ

㎜
が
あ
る
。
そ
う
だ
牛
に
は
恐
し
い
傳
染
性

ゆ

㎜
流
産
病
が
あ
る
。
昭
和
初
年
頃
に
廣
島
、
岡

り

㎜
山
の
地
方
で
妊
娠
三
、
四
ヶ
月
の
牛
が
流

㎜
産
す
る
病
氣
が
流
行
し
た
即
ち
傳
染
性
流

ぼ

㎜
産
で
あ
る
。
共
の
後
こ
の
病
氣
の
予
防
、

り

㎜
治
療
等
に
つ
い
て
色
々
研
究
さ
れ
当
局
で
．

MJ
ー
…
…
・

　
　

　
㎝　
る
。
こ
の
高
氣
歴
か
ら
は
滋
つ
た
冷
風
が
，

　
吹
き
出
し
本
邦
の
殊
に
關
東
、
東
北
、
北
陸

」
地
方
は
冷
々
と
し
た
天
候
に
な
る
元
來
北

濡
導
面
に
高
餐
の
來
る
霞
香
本

㎜
に
と
つ
て
は
有
難
く
な
い
事
で
何
魚
．
の
季

㎜
節
で
も
こ
ん
な
時
ば
陰
曇
冷
雨
と
な
り
し

擁
三
週
間
も
古
轟
く
讐
な
る
・
・

　
　

薇鼎

墾
露
鱗
撫
癬
巽
騒

瓢
謙
羅
麓
髄
⑩
謬
誇
器

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
ま
だ
充
分
に
高
氣
歴
も
発
達
し
な
い
の
で

｝．
前
記
の
北
海
道
方
面
か
ら
南
下
す
る
冷
漁

　
な
室
氣
と
東
海
道
沖
で
遭
遇
し
こ
こ
で
梅

｝
雨
前
綿
と
称
す
斎
不
蓮
績
線
を
作
る
。
．

［
㊧
太
陽
は
夏
至
（
六
月
二
十
二
日
頃
）
に

｝
は
磐
北
に
移
誰
南
の
大
陸
地
方
（
の

　
の
部
分
）
は
強
い
日
射
を
受
け
て
氣
温
が

　
昇
り
、
室
氣
は
不
安
定
に
な
っ
て
此
処
で

　
ど
ん
く
老
低
氣
歴
が
出
末
て
東
の
方
に

　
逡
り
出
さ
れ
て
來
る
。
北
牛
球
の
他
の
同

　
緯
度
地
方
も
太
陽
の
直
射
を
受
け
る
が
西

　
海
上
又
は
海
岸
に
近
い
所
は
室
氣
中
に
水

　
分
が
多
い
關
係
上
そ
れ
程
温
度
は
昇
ら
の

　
さ
て
前
記
e
乏
⇔
の
高
氣
歴
及
其
の
間
に

　
出
來
る
梅
雨
前
線
の
影
響
で
内
地
は
カ
ラ

　
ゾ
と
し
な
い
上
に
国
の
低
氣
歴
が
雨
を
降

　
ら
せ
な
が
ら
内
地
へ
動
い
て
來
る
の
で
低

　
氣
歴
が
近
づ
く
と
雨
が
降
り
、
通
過
す
れ

　
ば
又
曇
り
勝
ち
に
戻
る
。
低
氣
歴
の
進
路

　
は
大
抵
の
場
合
不
蓮
績
線
上
に
沿
う
の
で

　
あ
る
が
前
祀
e
及
び
⇔
の
恥
口
同
氣
座
が
共
の

進
路
を
塞
ぐ
た
め
低
氣
歴
は
不
蓮
績
線
上

　
を
ノ
・
く
と
東
進
し
愚
図
つ
い
た
天
氣

　
セ
現
わ
す
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
一
ヶ
月

｛
－
…

㎜
は
慢
性
防
止
に
努
め
て
き
た
の
で
あ
る
が

り

｝
終
戦
後
こ
れ
が
乍
ち
全
国
的
に
流
行
し
て
．

｝
了
つ
た
。
そ
こ
で
政
府
で
は
新
し
く
法
律

　

…
を
作
り
こ
の
病
氣
の
予
防
制
歴
に
乗
り
出

・
し
て
き
カ
。
即
ち
蕃
殖
に
用
い
乃
種
牛
及
”

　
　
　
　
　
　
　
の

ぴ
雌
牛
は
・
一
定
の
検
診
を
行
2
、
こ
れ
に
．

合
格
し
た
牛
以
外
は
使
え
な
い
と
い
う
こ
』

と
に
な
つ
－
た
の
で
あ
る
。

当
地
で
も
昨
十
月
と
去
る
四
月
三
十
日
に
…

の
検
診
の
結
果
我
々
の
眼
に
見
え
な
い
傳

霧
れ
牟
の
馨
が
護
で
あ
る
・
こ

、
遇
降
り
み
降
ら
す
み
の
天
氣
が
績
い
て
い

る
う
ち
に
北
方
の
海
水
は
融
け
鑑
し
て
海

水
温
は
昇
り
初
め
る
か
ら
北
海
道
方
面
の
・

高
氣
歴
は
漸
次
解
消
し
代
っ
て
前
記
⇔
の

高
氣
歴
は
勢
力
を
得
て
來
る
の
で
南
方
の

室
氣
は
内
地
か
ら
蓬
次
北
上
し
て
來
る
。

從
っ
て
梅
雨
前
線
が
北
に
移
動
す
る
。
こ
，

の
前
線
の
通
過
す
る
頃
豪
雨
が
降
り
各
，
地

に
水
害
の
起
る
こ
と
込
あ
り
、
又
雷
が
鳴

り
渡
る
事
も
あ
る
。
よ
く
雷
が
鳴
る
と
梅

雨
が
明
け
る
と
云
っ
て
い
る
の
は
こ
の
場

合
の
事
で
あ
る
。
暦
の
上
で
梅
雨
に
關
連

し
て
入
梅
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
入
梅
乏

い
う
の
は
太
陽
の
高
度
が
一
定
の
値
に
達
，

す
多
日
で
夏
至
の
約
十
同
前
で
－
今
年
は
六

月
十
二
日
と
な
う
て
い
る
。
そ
の
頃
に
な

る
と
そ
ろ
く
梅
雨
が
初
ま
る
と
い
う
の

で
梅
雨
の
來
る
目
安
に
し
て
あ
る
わ
け
で

あ
る
が
年
に
よ
り
六
月
の
初
か
ら
梅
雨
に

な
る
こ
と
も
あ
葛
し
、
六
月
の
末
か
ら
梅

雨
に
な
る
事
も
あ
り
、
時
に
は
室
梅
雨
と

称
し
て
全
然
雨
も
な
く
濟
ん
で
了
ケ
年
も

あ
る
。
最
初
起
述
べ
た
榛
芯
梅
雨
時
期
は

天
水
起
頼
る
山
間
の
農
村
に
と
っ
て
は
甚

だ
大
切
な
水
源
な
の
で
あ
る
が
、
．
一
面
氣

温
滋
度
共
に
高
く
細
菌
の
繁
殖
に
．
好
適
な

條
件
と
な
る
の
で
食
物
は
腐
敗
七
易
く
衣

類
等
か
び
て
未
る
。
押
入
や
戸
棚
の
中
は
，

出
未
る
だ
け
乾
燥
さ
ぜ
て
頂
き
度
い
。
家
．

畜
類
も
溝
化
不
良
を
起
し
易
い
か
ち
下
は

時
々
取
換
え
、
、
風
通
七
を
よ
く
し
て
や
る

事
が
必
要
で
あ
る
。
梅
雨
の
上
る
の
は
年

に
よ
り
異
な
る
が
大
体
七
月
上
中
旬
に
な

る
。
急
に
氣
温
が
昇
り
本
格
的
な
夏
起
な

，
る
の
は
こ
の
時
か
ら
で
あ
る
。

染
病
の
正
体
は
縣
下
に
も
既
に
拡
が
つ
て

來
て
い
る
の
が
分
っ
た
。
荷
叉
当
地
で
は

約
牛
歎
近
く
の
牛
が
図
わ
り
ゅ
う
性
ち
つ

炎
に
か
～
っ
て
い
る
こ
と
も
発
見
さ
れ
、

同
時
仁
又
こ
れ
が
受
胎
に
大
き
な
障
害
を

及
ぽ
し
て
来
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い

事
実
と
な
っ
た
。

そ
も
く
こ
の
様
な
生
殖
器
の
病
氣
は
種

　
　
　
　
　
　
　
　
り

付
に
際
し
て
戚
染
し
慢
延
す
る
機
会
が
非

常
に
多
い
そ
こ
で
こ
の
病
氣
の
予
防
法
乏

し
て
第
一
に
上
げ
ら
れ
る
の
が
人
工
授
精

　
　
一
日
に
二
回
、

　
　
　
　
　
時
嵩
を
知
ら
せ
ま
す

　
現
在
サ
イ
レ
ン
は
午
前
十
一
時
に
一
同
吹

　
鳴
致
し
て
お
り
ま
す
が
各
方
面
よ
り
の
要

　
望
に
よ
り
殊
月
　
ヨ
よ
ゆ
后
五
時
に
も
歌

　
鳴
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
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、
で
あ
る
。
こ
。
の
方
法
に
よ
れ
ば
全
く
こ
め

病
氣
に
威
染
す
る
危
瞼
が
な
い
か
ら
で
め

る
。
入
工
授
精
は
敷
十
年
前
に
ジ
連
の
イ

　
フ
ノ
フ
氏
が
研
究
し
て
馬
の
改
良
に
着
手

し
た
の
に
始
り
今
で
は
世
界
各
国
に
廣
ぐ

応
用
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
ア
メ
リ
カ

か
ら
区
本
へ
精
液
分
室
中
輸
逞
さ
え
実
現

し
て
い
る
斌
態
で
あ
る
。
当
地
の
人
工
授

精
も
昨
年
一
年
間
の
試
験
期
間
も
過
ぎ
て

從
宋
の
自
然
交
配
よ
ヴ
以
上
に
成
績
の
よ
、

・
い
こ
と
も
立
証
さ
れ
て
来
た
。
即
ち
從
未

の
自
然
交
・
配
で
は
相
当
予
防
方
法
を
講
じ

て
も
恐
ル
か
傳
染
性
流
産
其
他
の
傳
染
病

に
罹
る
危
瞼
性
が
多
い
の
で
あ
る
が
こ
の

点
人
工
授
精
で
は
使
用
す
る
器
具
類
は
完

全
に
清
毒
さ
れ
叉
精
液
は
嚴
密
な
検
査
の

上
で
注
入
さ
れ
る
の
で
傳
染
病
に
威
染
す

る
恐
れ
も
な
く
安
心
し
て
交
配
出
宋
る
9
㌧

そ
の
上
一
悶
の
射
出
精
液
で
十
数
頭
に
も

授
精
す
る
こ
と
が
出
來
又
遠
く
ま
で
精
液

の
輸
逡
も
き
く
の
で
一
頭
の
優
秀
な
種
畜

で
多
数
の
牝
畜
龍
交
配
せ
ら
れ
最
も
経
費

の
か
㌧
る
種
畜
も
廣
い
地
域
に
極
ズ
少
藪

の
も
の
で
よ
い
こ
と
に
弩
轟
経
濟
躯

な
訳
で
受
精
液
の
繁
纂
壷

で
山
問
豪
，
雪
地
帯
に
於
て
は
非
常
に
便
利
㎝

　
　
　
　
　
Q
『
　
顔
．
一
　
　
　
　
｝

な
わ
砂
で
す
　
そ
の
上
生
殖
生
理
学
の
知
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

識
を
応
用
し
て
精
液
を
直
接
子
宮
頸
起
逡
一

る
こ
ξ
発
情
の
最
適
期
に
注
入
す
る
三

と
に
よ
り
自
然
交
蟹
上
に
受
難
確
皇

で
あ
り
ま
す
。
さ
て
和
牛
は
農
耕
に
使
い
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

乍
ら
一
方
蕃
殖
に
も
用
い
て
い
る
の
で
あ
｝

り
ま
し
て
暴
響
譲
を
蕊
て
は
生

評
吉
轟
棊
し
て
ま
薯
で

璽
■
逼
■
置
置
醒
尋
●
憂
置
2
『
6
騨
望
＝
己
の
塞
竃
一
盟
星
己
■
●
■
8
■
唖
●
慶
垂
●
●
聖
躍
置
匿
璽
■
輩
聖
＝
己
■
畳
冨
置
置
聖
冨
己
●
じ
韮
璽
翼
望
冨
萎
●
聖
蚕
聾
8
噂
■
■
●
O
O
■
●
馨
0
6
■
』
O
甲
零
，
●
一
駒
－
罷
●
■
鴫
営
ヨ
＝
蛋
●
●
0
書
竃
置
i
●
●
●
”
●
■
曽
嘔
…
．
0
…
■
2
置
o
撃

各
家
の
歌
況
に
よ
つ
て
も
異
り
ま
す
が
お
産
に
一
番

よ
い
時
期
と
い
う
の
が
自
然
決
っ
て
ぐ
る
わ
け
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

お
正
月
の
嚴
寒
中
に
出
産
さ
れ
て
は
子
牛
の
育
成
に

苦
勢
し
ま
す
し
、
又
晩
秋
に
生
れ
て
は
親
子
を
冬
飼

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
最
も
陽
氣
の
よ

い
三
、
四
月
頃
に
出
産
さ
せ
た
い
と
い
う
の
が
考
え

の
一
致
す
る
処
で
す
。
牛
の
姓
娠
期
間
は
二
百
八
十

日
で
す
か
ら
六
月
か
七
月
頃
に
交
配
す
れ
ば
こ
の
頃

に
出
産
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
然
し
困
．
る
こ
と
は

丁
度
そ
の
頃
に
発
情
が
こ
な
け
れ
ば
交
配
出
来
ま
せ

ん
。
こ
の
点
叉
最
近
の
科
学
で
は
発
情
ホ
ル
モ
ン
が

作
ら
れ
て
居
り
ま
し
て
発
情
の
こ
な
い
も
の
、
発
情

の
不
明
な
も
の
等
に
応
用
し
て
何
れ
も
良
い
成
績
を

あ
げ
て
居
り
ま
す
。

　
よ
り
高
度
な
技
術
、
古
い
因
習
か
ら
新
し
い
科
単

　
へ
、
そ
こ
に
農
村
文
化
の
建
設
が
見
え
て
く
る
の

　
で
は
な
い
で
し
よ
テ
か
。

　
　
　
　
　
♂

歌
壇
’
柳
，
静
水

　
　
五
．
　
客

ま
だ
若
き
菓
売
り
娘
や
春
の
朝

お
ち
つ
か
の
人
の
心
や
木
の
芽
時

念
入
う
に
種
蒔
き
終
え
て
日
の
暮
れ
る

種
蒔
に
障
ら
の
ほ
ど
の
風
あ
り
融

種
毎
に
札
立
て
、
あ
る
学
校
園

　
　
三
　
　
光

囲
い
解
く
木
の
芽
は
既
に
ふ
く
ら
み
ぬ
’

　
（
評
）

選
梅春一〃春

春青．風青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
　
　
春

　
　
　
　
囲
い
の
中
に
白
い
芽
が
既
に
出
て
い
る
と

　
　
こ
ろ
を
見
逃
さ
な
か
つ
た
と
こ
ろ
が
よ
い

ね
も
ご
ろ
に
整
地
し
て
種
藤
き
に
け
り
春
青

　
（
評
）
　
老
練
な
表
現
で
あ
る
。
　
｝
読
こ
ん
な
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
師

　
　
恵
－
が
中
召
－
い
－
窺
苗
餐
い
も
㎜

　
　
の
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謂

春
曉
の
丘
に
子
山
羊
の
た
わ
む
る
、
　
　
春
　
　
青
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協

（
評
）
　
原
句
に
は
親
山
羊
も
出
て
い
た
が
　
こ
、

、
上
五
と
中
七
が
よ
く
釣
り
合
っ
て
い
る
誠
に
春

　
に
ふ
さ
わ
し
い
ほ
が
ら
か
な
情
景
で
あ
る

魅
は
子
山
羊
だ
け
で
た
く
さ
ん
で
あ
る
。
　
　
　
“


